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はじめに

　ベイトトラップ法はプラスティック製のコップな
どを用いて，その口を地表面と同じ高さになるよう
に埋設し，誘因餌（ベイト）を入れ，落下した昆虫
類を採集する方法である。ベイトとして獣糞
（Brousseau et al.，2010），腐肉（望月，1985；荒
井 ら，2007； 上 田，2015）， さ な ぎ 粉（ 前 原，
2004；野村・紙谷，2013；佐藤・東，2013），すし
酢またはすし粉（平松，1999；野村・紙谷，2013），
カルピス（Suttiprapan & Nakamura, 2007；下野谷ら，
2009）など，さまざまなものが用いられている。ベ
イトによって採集される種類は異なっており，
Siddiquee & Nakamura（2005）は，腐肉，さなぎ粉，
カルピス，ビールをベイトとして使用した地表徘徊
性甲虫類の調査で，オオヒラタシデムシEusilpha 

japonicaは腐肉，クロツヤヒラタゴミムシSynuchus 

cycloderusはさなぎ粉，ハコダテゴモクムシHarpalus 

discrepansはビールで多く採集されたことを報告し
ている。白山高山地域においては，ゴミムシ類以外
の地表徘徊性甲虫についてすし酢とさなぎ粉を用い
た調査で，シデムシ科Silphidaeに属する種類は全て
さ な ぎ 粉 だ け で 採 集 さ れ， ハ ネ カ ク シ 科
Staphylinidaeおよびコメツキムシ科Elateridaeはすし
酢により多く誘引されていた（Hiramatsu，2002）。
しかしながら，高山地域におけるゴミムシ類のベイ
ト嗜好性についてはまだ報告がない。
　そこで，ここでは，すし酢とさなぎ粉をベイトと
して，白山高山地域においてゴミムシ類のベイト嗜

好性を調査した結果について報告する。

材料と方法

調査地域

　調査は，石川県白山の雪田群落 2 地点，ハイマツ
林 1 地点，風衝地1地点の計4地点で行った（図 1）。
雪田調査地点は南竜ヶ馬場（標高2,080m）および
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図１　調査地点　×は調査地点を示す。
電子地形図25000（国土地理院）を加工して作成。
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水屋尻雪渓（標高2,450m）にある。本地域は 7 月中 

旬まで雪に覆われているが，その後アオノツガザク
ラPhyllodoce aleuticaやチングルマGeum pentapetalum

などの矮小低木が優占する雪田群落を形成してい
る。ハイマツ低木林は水屋尻雪渓に隣接（標高
2,450m）し，高さ約 2 mのハイマツに覆われた場所
である。風衝地は水屋尻雪渓上部（標高2,570m）に
位置し，岩礫地にガンコウランEpmetrum nigrum 

var. japonicumやコケモモVaccinium vitis-idaeaなどの
矮小低木がわずかに生育している場所で，環境ごと
に出現するゴミムシは異なっている（Hiramatsu & 

Usio，2018）。なお，これらの地点では，毎年環境
省によるモニタリングサイト1000高山帯調査で地表
徘徊性甲虫類の調査を行っており（環境省自然環境
局生物多様性センター，2020），本調査は2020年調
査を兼ねて行った。

調査方法

　ゴミムシ類の採集は2020年 8 月 4 日に，ポリプロ
ピレン製のコップ（直径 9 cm, 深さ12cm）に誘引物
質としてすし酢とさなぎ粉を用いたベイトトラップ
法により実施した。各サイトでは，20個のトラップ
を 2 m以上離して設置し，各トラップにはすし酢と
さなぎ粉を交互に10mlずつ入れた。トラップは設
置当日の午前 8 時から正午までの間に設置し，設置
から24時間後にトラップの回収と同時にゴミムシ類
を採集した。採集したゴミムシ類はベイト毎に個体
数を計数した。

結　果

　本調査で 8 種257個体のゴミムシ類が採集され
た。最も多かったのはズギワゴミムシ属の一種

Bembidion sp.の221個体で，この種だけで全個体数
の86％を占めていた。全ての地点に出現した種はお
らず，コクロナガオサムシLeptocarabus arboreusが
水屋尻雪田群落以外の 3 地点に出現していた。
　採集された全ゴミムシ類のベイトによる内訳は，
すし酢が82個体，さなぎ粉が175個体だった。雪田
ではすし酢62個体，さなぎ粉162個体とすし酢が多
かったが，風衝地ではすし酢17個体，さなぎ粉11個
体とすし酢が多かった。ハイマツ林はすし酢 1 個体，
さなぎ粉2個体だった。なお，ベイトにより採集個
体数に差があるかについて，一元配置分散分析
（one-way ANOVA）を行ったところ，有意な差は
認められなかった（P＝0.559）。
　本調査で記録された種のうち，コクロナガオサム
シは出現した 3 地点で 1 個体ずつがすし酢を入れ
たトラップだけから記録され，ツヤヒラタゴミムシ
属の一種Agonum sp.は採集された 2 地点ともさなぎ
粉を入れたトラップだけから記録された。これに対
して最優占種であるミズギワゴミムシ属の一種は南
竜ヶ馬場雪田群落ではさなぎ粉に，千蛇ヶ池風衝地
ではすし酢により多く誘引されていた。

考　察

　本調査では，全体や優占種ではベイトの種類によ
る採集個体数の違いは認められなかったものの，一
方のベイトでだけ採集された種類もいた。調査でベ
イトを用いることは，種ごとの嗜好性の違いが原因
で採集種や採集個体数に偏りが出るとの報告もある
（Siddiquee & Nakamura，2005；Hiramatsu， 2002）。
　ゴミムシ類は主に肉食であるが，一部草食性のゴ
ミムシ類も存在する（Tiele，1977；Cole et al.，
2002）。また，マイマイカブリDamaster blaptoidesや

表 1 　調査地点ごとの採集個体数

学名 和名
南竜ヶ馬場 水屋尻 水屋尻 千蛇ヶ池南方
雪田群落 雪田群落 ハイマツ林 風衝地

すし酢 さなぎ粉 すし酢 さなぎ粉 すし酢 さなぎ粉 すし酢 さなぎ粉
Leptocarabus arboreus コクロナガオサムシ 1 1 1
Trechus sp. チビゴミムシ属の一種 1
Bembidion  sp. ミズギワゴミムシ属の一種 52 142 16 11
Trigonognatha aurescens キンイロオオゴミムシ 1
Pterostichus oblongopunctatus ホシナガゴミムシ 3 5 1 1
Pterostichu janoi ヤノナガゴミムシ 1 1 2 2
Agonum sp. ツヤヒラタゴミムシ属の一種 5 8
Amara congrua コマルガタゴミムシ 2

合　　計 8 11 54 151 3 2 17 11
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クロナガオサムシLeptocarabus procerulusのように，
主に肉食であるが，樹液などを訪れる種もいる。し
たがって，一つのベイトを用いるよりも，複数のベ
イトを使って調査を行う方が結果に偏りが少なくな
る。すし酢は植物由来，さなぎ粉は動物由来のベイ
トであるので，これら 2 つを用いることで，より多
くの種を採集できると考えられる。
　山岳高地で調査を行う場合，トラップの設置や回
収のために低地で行う調査よりも時間および労力が
かかる。ベイトを入れないでおくことで，より本来
の種類構成に近い採集ができるとも考えられるが，
採集個体数は少なくなる。したがって，採集に偏り
が出る可能性はあるが，調査効率を上げるために，
ベイトを用いることはやむを得ない手段であると考
える。
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